
護んで新春のお慶びを申し上げます。おかげさまで、本年も無事年を越すことができま
した。振り返ると、昨年もコロナ禍で引き続き制限された状況もあり大変な年で、世の中
的にとても厳しい環境の1年でした。そんな状況下でも保育園で勤めていますとありがた
いことで日閃成長を見せる子ども達の姿に元気をもらい温かい気持ちになれました。

さあ、年も変わりました。今年はよい一年となるように願って、一日一日を大切に子と
もたちと過ごせていければと思っております。

中宮まぶね保育園
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【今月の聖書の言葉】
「子よ、元気を出しなさい」

（マタイによる福音書 9章2節）

コロナ禍で迎える2度目の年末年始ですが、皆様はどのよう
にお過ごしになられるでしょうか。私たちは時に、病気やケガ
で身動きが取れなかったり、ひとく疲れ落ち込んだり、悲しみ
にふさき込んだり、様閃な理由から元気が出ない時があります。
そして、そんな時に周りの人たちから「元気を出して」と言わ
れても、素匿に受け取れないこともあります。聖書は、そんな
私たちに「元気を出しなさい」と語りかけています。

ィエス様は体の麻痺しだ人に向かって、この言葉をかけられ
ました。現代では体の麻痺について、その原因を解明すること
ができますが、当時は悪霊のしわさや、たたりだと考えられて
いましだので、そのような人は世間から差別され、忌避・隔離
されていました。しかし、この人には、彼のことを担架に載せ
てイエス様の前にまで運んでくれた友人たちがいました。イエ
ス様はそのようなみんなの働きに心打たれて、「子よ、元気を
出しなさい」と言われました。言い換えれば「この方閃と一 緒
にいるあなたは、元気を出すことができますよ」ということだっ
たのではないでしょうか。

「元気を出したくても、元気を出せない」……。そんな時で
も、私たちは一人ではありません。クリスマスに神様が人間と
なったということは、私たち ―人一人の働きの中に、神様が共
におられるということです。私たちはこの新しい年も神様と共
にあって、守られながら、周りの方勾と共に生きる歩みへと導
かれて行きます。

（チャプレン・牛田匡）
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躇あそび甕屋一
Merry Christmas 

and 
Happy New Yea「!

HO-HO-HO! 

みつばち組

］信履ン□1iJJしンび一

のコップの中に
っくりの ｀‘／リ ー と

写真を入れました。


